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KLK3; APS; Prostate-specific antigen; PSA; Gamma-seminoprotein; Seminin; Kallikrein-3; P-
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	応用
	抗原情報
	背景
	カリクレインは、多様な生理機能を有するセリンプロテアーゼのサブグループです。多くのカリクレインが発がんに関与し、その中には新たな癌やその他の疾患のバイオマーカーとなる可能性を示唆する証拠が増えています。この遺伝子は、19番染色体上のクラスターに位置する15のカリクレインサブファミリーメンバーの1つです。そのタンパク質産物は精漿中に存在するプロテアーゼです。精液凝固物の液化において正常に機能すると考えられており、おそらく高分子量の精嚢タンパク質の加水分解によるものと考えられます。臨床現場ではPSAと呼ばれるこのタンパク質の血清値は、前立腺癌の診断とモニタリングに有用です。この遺伝子の選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：優先切断：-Tyr-|-Xaa-,機能：セミノゲリン-1を加水分解し、精液凝固物の液化を引き起こす。,オンライン情報：前立腺特異抗原エントリー,類似性：ペプチダーゼS1ファミリーに属する。,類似性：ペプチダーゼS1ファミリーに属する。カリクレインサブファミリー。,類似性：ペプチダーゼS1ドメインを1つ含む。,
	研究分野
	がんの経路;前立腺がん;
	画像データ
	

	前立腺特異抗原抗体を用いたパラフィン包埋ヒト前立腺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	前立腺特異抗原抗体を用いたマウス心臓細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

